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編集後 記 にか えて

 ● 本号は，二 人の，若 々しい研

究者 の仕事：を収録す るこ とが 出来

た。 ひ とつは，浦 さん(関西大学)

の仕事。 そして， も うひ とつ は，

高木 さん(慶 應義塾大学)の 仕事

だ。 それぞれ の仕事 の内容は， モ

ノ グラフそのものを読 んでいただ

くとして，編集サ イ ドか らは，つ

ぎのこ とを述べ てお きたい。

 ● それ は， どちらの仕事 も，今

回のかたちが “最終完成品”では

あ り得 ない， とい うことだ。それ

ぞれが 自らに問いかけ究明 しよ う

としてい る問題に照せぽ，今回の

モ ノグラフは，文字 どお り，ひ と

つの探索的(exploratory)な 試み

の結果報告 と受け とめ られ るべ き

ものであ る。ちなみに， この故に

こそ，浦 さん も高木 さん も，さ ら

な る探索 と究明にむけて，読 者か

らの忌憚のない“パ フォーマ ンス ・

フ ィー ドバ ック”を強 く望 んでお

られ る。

 ● そ して， 実は これは，編 集に

かかわ ったわた しどもの希 望で も

ある。 そ うい うフ ィー ドバ ック ・

ルー プが，わ が国の研 究者 たちの

あいだに もうす こし(い ま以上に)

活性化 して在るべきだ と思 ってい

るか らだ。いまの ような状況 だ と，

いずれ，わた した ちの仕事は， 自

己満足感 の充足か，あ るいはせい

ぜい世俗的 な座標軸の うえで の自

己確認 にしか接合点が見い出 し難

くなって くるだろ う。いずれの接

合点 も，本来，わた したちの希求

しているものではない はずだ。

 ● ところで，本誌 も12号 を数 え

るところまできた。言 うまでもな

く，本誌は，慶應義塾大学産業研

究所の社会心理学部門の機関誌で

あ る。 しか し，執筆者は当該部門

のひ とたちに限定 してい るわけで

は ない。実際，今回の浦 さん も高

木 さん も，いわゆ る “専任者”で

は ない。い ささか まわ りくどい言

いかたを したが，要す るに，ユ ニ

ークな研究であ りさえすれぽ研究

者の所属な どには こだわ らない，

とい うのが本誌の暗黙の編集方針

であ る， とい うことだ。

 ●い ままで何人かのかたか ら，

「執 筆者の “輪”を 外部に も 拡げ

た らどうか」 との ご意見をいただ

いてい る。前 述 した ごとくで，本

誌は，実質的には「外部への公開」

はいささか もやぶさかではないの

である。ちなみに， “思 うや よし”

とい う仕事 が出来 あが った ら， ど

うか遠 慮な く，わ た しどもに申 し

入れ していただ きたい と思 う。そ

の仕事 に感得 し意気投 合す るかぎ

りにおいて， 本誌 は，通常 の学 術

雑誌以上 の “熱い”対応 をしてい

く意 思がある。

 ● そ うい うふ うにして，わが 国

の，組織 にお ける人間 の諸問題 に

かかわ る研究者た ちのあいだ に，

情報交換 と意見交換 のネ ッ トワー

クが活発に作動 してい くこと一 一

それが本誌の，ひ とつの重要 な存

在理由であ りたい。(南 隆男)
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